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● 書誌から見た典拠

○ 具体的な出版物をまとめ上げるための（仮想的な）コンテキスト

○ 常に他のコンテキストが存在しうる

● 典拠から見た書誌

○ 具体的な人・概念の内実を説明するための（部分的な）サンプル

○ 常に他のサンプルが存在しうる

● 常に不完全な情報？
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● 収録対象の拡大に対応したビジョン

○ 本質的に増大する不完全性に向き合うために

○ 「捉えられない『研究活動』を捉える」

CiNii Researchの初期構想（2017） 7
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● 書誌と典拠のネットワークから知的活動を浮かび上がらせる

○ 不完全な情報からでも観測可能

○ データが充実すると精度が高まる

● IFLA LRM・BIBFRAMEのWorkと同じ？
○ 認識・記述の主体性と順序

○ 「作品」と「活動」
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● 書誌と典拠の機能分解と再構成

○ 永続するもの

■ 出版の事実、個人が個人であること…
■ ID体系の整備と管理

● ベース・レジストリ？

○ 変化するもの

■ 出版物の管理主体、個人の活動履歴、情報組織化の観点…
■ ID間のリンク構造の類型化と管理

● 第三者がもたらすリンク構造の把握

● リンク構造の変化の記録

● 変化する情報に向き合い続ける組織・ワークフローとは？

○ デジタルシフトの本質

○ AI時代の信頼の源泉
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